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平成28年度

決算
　平成28年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が９月
議会で認定されました。
　町民のみなさんが納めた税金や、国・県から入ったお金の使
いみちをお知らせします。

一般会計

平成28年度はこんな事業にお金を使いました＜主な事業＞

歳入総額…‥96億127万円（対前年度比　10.1％増）
歳出総額…‥94億 117万円（対前年度比　  8.7％増）

一般会計
歳入

一般会計
歳出（性質別）

貸付金
7,150万円 0.8％

その他 依存財源
歳入総額　960,127万円 歳出総額　940,118万円

11,271万円 1.2％ 町税
203,799万円 21.2％

繰越金
38,151万円 4.0％

諸収入
17,212万円 1.8％

使用料および手数料
17,791万円 1.8％

その他 自主財源
4,518万円 0.5％

地方消費税交付金
35,145万円 3.7％

県支出金県支出金
92,301万円 9.6％92,301万円 9.6％

国庫支出金
71,291万円 
7.4％

国庫支出金
71,291万円 
7.4％

維持補修費
16,392万円 1.7％積立金

16,620万円 1.8％

物件費
137,471万円 
14.6％

物件費
137,471万円 
14.6％

繰出金
120,143万円 
12.8％

繰出金
120,143万円 
12.8％

人件費
187,270万円

19.9％

扶助費
98,695万円

10.5％

公債費
67,580万円

7.2％

普通建設事業費
157,512万円

16.7％

義務的経費
353,545万円

37.6％
自主財源

281,471万円
29.3％

その他の経費
586,573万円

62.4％

依存財源
678,656万円

70.7％

補助費等
131,285万円

14.0％地方交付税
395,218万円

41.2％

町債
73,430万円

7.6％

町税の内訳
町民税 99,157万円
固定資産税 89,695万円
軽自動車税 4,689万円
市町村たばこ税 9,434万円
入湯税 824万円

（単位：万円）

（単位：万円）

（※不足額は、過年度損益勘定留保資金等で補てん）

障害者自立支援事業   
児童手当支給事業   
介護保険事業繰出金   
後期高齢者広域連合事業   
国民健康保険特別会計繰出金   
あずけて、安心子育て充実事業   
介護施設等整備事業   
子ども医療費扶助費など   
低所得の高齢者向けの給付金支給事業   
公共下水道事業繰出金  
一般道路改良事業   
五領川公共下水道事務組合負担金   
社会資本整備総合交付金事業   
除雪事業   
道路橋梁維持補修事業   
防災行政無線整備事業   
こしの国広域事務組合負担金   
福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金   
えちぜん鉄道利用推進事業   
コミュニテイバス運行事業   
労働者関係資金貸付金   
シルバー人材センター助成金   

42,138
29,407
25,207
20,851
12,799
12,669

7,766
6,505
5,267

42,880
11,084

9,486
8,608
8,136
6,618

22,745
13,790
13,610

4,763
4,623
2,650
1,463

中学校学校施設整備（校舎など改修他）   
楽しいおいしい給食事業   
小学校学校施設整備（校舎など改修他）   
文化会館施設管理（バイオマスボイラー設置工事など他）   
松岡総合運動公園管理費（福井国体関連施設工事他）   
小学校教育コンピューター整備事業   
緑の村ふれあいセンター管理（ふれあいセンター屋根葺き替え工事他）   
水産振興等補助金   
農業集落排水事業会計繰出金   
担い手育成事業   
米需給調整円滑化推進事業   
福井坂井地区広域市町村圏事務組合負担金（塵芥処理費）   
上水道事業負担金
一般廃棄物収集運搬業務委託料
元気長生き健康づくり推進事業
妊婦乳児健康診査事業
観光まちなみ魅力アップ事業
商工振興関係資金預託事業
商工振興事業補助  
消防団車両整備維持事業
警防活動強化事業
消防本部車両整備維持事業

19,589
9,342
4,216
4,069
3,416
1,927
1,785

16,609
12,968
11,480

4,729
10,207

6,699
8,485
2,764
1,477
8,753
4,500
1,509
1,969

563
562

民
生
費

土
木
費

総
務
費

教
育
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

衛
生
費

消
防
費

労
働
費

国民健康保険事業特別会計   
後期高齢者医療特別会計   
介護保険特別会計   
下水道事業特別会計   
農業集落排水事業特別会計   

207,235
20,457

181,769
66,767
20,408

203,760
20,449

177,766
66,704
20,373

3,475
8

4,003
63
35

会　計　名 歳　入　額 歳　出　額 差　引　額

特
別
会
計

上水道事業（収益的収入および支出）
上水道事業（資本的収入および支出）

42,737
9,453

36,204
21,287

6,533
△ 11,834

会　計　名 収　入　額 支　出　額 差　引　額企
業
会
計

永平寺さんちの家計簿 （決算）
　町の決算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を
家計簿の形にしてみました。
　なお金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えています。

　永平寺さんちの家計簿の決算は、今年も黒字になりました。

　一家が自力で得ることができる収入（自主財源）は、給料（町税）・パート収入（分担金等）・雑収入（財産収入等）・貯金取崩（繰入

金）・前年度残金（繰越金）に分かれています。平成28年度におけるこれらの収入は、平成27年度と比較してほぼ横ばいの結果とな

り、雑収入、残金が減っているため、若干減少する形となっています。

　一家が自力で得ることのできない収入（依

存財源）は、親からの仕送り（地方交付税等）・借

入（町債）に分かれています。平成28年度にお

けるこれらの収入は、前年度から大きく減額

となりました。平成27年度に家の改築などを

行う財源として多かった借入が、家の改築な

どが完了し減少したことが大きな理由です。

　支出の主なものは、食費（人件費）や、家の改

築・修繕費（普通建設事業費等）、子どもへの仕

送り（繰出金等）などが挙げられます。経費節

減を心掛けた結果、食費が抑えられたほか、

ローン返済額も少なくなりました。昨年度

行った家の改築などが一段落し借入れが大き

く減った結果、新しい家（町）になって以降最

大の支出であったものが例年どおりの支出に

戻るような形となりました。

　仕送り（地方交付税）の減額が始まったこ

と、また、家の改築などのために借りたローン

返済が今後増える見込みであることなどを十

分鑑みて、今年度、将来の生活設計（中期財政

計画）の見直しを行いました。今以上に収入支

出を工夫するとともに、経費節減（行財政改

革）に一層努め、より質の高い生活を目指して

いきます。

〈収入〉
給料（町税） 204万円

前年度の残金(繰越金）
38万円

仕送り（地方交付税など）
605万円

金融機関からの借入（町債）
74万円

雑収入 22万円

合　計 960万円

パート収入
（分担金、使用料など）

17万円

〈支出〉
食費（人件費） 187万円

保険料、交際費など
（補助費等） 131万円

ローンの返済（公債費）
68万円

家の改築、修繕など
（普通建設事業費等） 

174万円

子どもへの仕送り、友人への援助
（繰出金、貸付金、出資金）

127万円

公共料金、生活用品など
（物件費） 137万円

合　計 940万円

医療費（扶助費） 99万円

貯金（積立金） 17万円

翌年度への繰越金 20万円

※単位をそろえるため、端数調整をしています



平成28年度永平寺町　財政のあらまし平成28年度永平寺町　財政のあらまし
町の貯金（財政調整基金）と借金（一般会計の町債残高）の状況

財政健全化判断指標の状況

　町の貯金（財政調整基金）については、平成
18年度の合併時から毎年積み立てを行って
います。
　人件費の抑制や起債の前倒し償還、低利な
利率への借り換えによる公債費の抑制、事務
事業見直しなどによる行財政改革の取り組み
を継続してきた結果、合併後の10か年で約
19億円の積み立てを行いました。
　一般会計に係る町債残高は、公債費抑制対
策の実施により平成25年度までは減少傾向
にありましたが、平成27年度における消防庁
舎建設事業等や平成28年度における防災行
政無線整備事業等の影響で平成28年度末の
残高は約87億円となっております。　　　　
　合併特例債を利用した大型事業の実施によ
り、町債残高は今後も増加傾向となりますが、
引き続き有利な地方債を活用するとともに、
計画的な借り入れを行い、将来の公債費負担
の上昇を抑えていきます。

　「地方公共団体の財政健全化に関する法律」に基づき平成28年
度の健全化判断指標を公表いたします。
　「①早期健全化基準（イエローカード）」を超えると、財政健全化
計画を策定し、自主的な改善努力による財政健全化を行います。
　「②財政再生基準（レッドカード）」を超えると、財政再生計画を
定め、国、県などの関与による財政再建を行います。また、町債の発
行など財政運営の制限を受けることになります。
　平成28年度の実質公債費比率は、これまでの公債費抑制の取り
組みにより、平成27年度の11.2％から9.8％（1.4%の改善）と
なり、更なる健全化の推進が図られたものとなっています。

　永平寺町は、各健全化指標の基準をいずれも
下回っており、健全団体の基準内となっています。

　町では、「行財政改革大綱実施計画」や「中期財政計
画」に基づき財政の健全維持および事業見直しなどの
行財政改革に現在も取り組んでいるところです。今
日、本町における財政健全化基準が早期健全化基準以
下で推移し、安定した財政運営を行えているのはこれ
らの取り組みが奏功したからです。
　今後は、「町総合振興計画」および「行財政改革大綱
実施計画」などの基幹的な計画を基本としながら、資
産管理といった新たな概念に基づき、公共施設等総合
管理計画に則った施設管理等を着実に実施すること
で、収支バランスの取れた財政運営の実現を目指し、
一層の財政健全化に努めていきます。
  

＜財政健全化判断比率等＞ ＜行財政改革の着実な推進＞

－（赤字となっていない）

－（赤字となっていない）

9.8％

20.4％

－（資金不足となっていない）

（赤字）14.36％

（赤字）19.36％

25.0％

350.0％

（赤字）20.00％

（赤字）20.00％

（赤字）30.00％

35.0％

永平寺町（平成28年度決算確定値） ①早期健全化基準 ②財政再生基準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実 質 公 債 費 比 率
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永
平
寺
河
川
公
園
駐
車
場
に
お

い
て
中
部
縦
貫
自
動
車
道
で
の
多

重
衝
突
事
故
を
想
定
し
、
各
隊
員

の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
救
急
救
助
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
訓
練
で
は
悪
天
候

の
中
、
救
助
隊
・
救
急
隊
・
消
防

隊
が
事
故
車
両
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
る
負
傷
者
の
救
出
救
護
に
あ

た
り
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
迫
し

た
雰
囲
気
の
中
で
各
隊
の
連
携
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
各
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
有
事

の
際
に
は
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　　松
岡
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
未
来
会
議
主
催
の
本
年
度
第

2
回
目
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
の

ほ
か
、
留
学
生
と
の
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
で
は
、
仁
愛
女
子
短
期
大
学
の

内
山
秀
樹
教
授
よ
り
福
井
市
森
田

地
区
を
事
例
に
、
地
域
資
源
の
活

用
や
地
域
課
題
の
解
決
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

り
、
そ
の
後
、
大
学
留
学
生
や
在

勤
外
国
人
の
人
た
ち
と
交
流
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
手
作
り
の
料
理

を
囲
み
、
身
振
り
手
振
り
な
ど
を

交
え
な
が
ら
会
話
も
は
ず
み
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　永
平
寺
町
防
犯
隊
と
福
井
警
察

署
に
よ
る
県
下
一
斉
年
末
特
別
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、
永
平
寺
町
全

域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
歳
末
期
に

お
け
る
犯
罪
の
防
止
お
よ
び
防
犯

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
町
民
の
安

全
と
安
心
に
資
す
る
目
的
で
、
永

平
寺
町
管
内
を
１３
班
に
分
か
れ
て

車
両
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
救
急
救
助
訓
練

県
下
一
斉
年
末
特
別

警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

11/20

12/8
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永
平

寺
ニ
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ス

未
来
会
議

12/7
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◎
役
場
申
告
相
談
受
付

期
　
間
　

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

　
　
　
　※

土
・
日
除
く

時
　
間
　

９
時
〜
16
時

会
　
場
　

本
庁
税
務
課
・
永
平
寺
支
所
・
上
志

　
　
　
　
比
支
所

　
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、地
区
別
に
受
付
日

程
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。後
日
、

配
布
予
定
の
申
告
相
談
日
程
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◎
福
井
税
務
署
申
告
相
談
受
付

　（
福
井
春
山
合
同
庁
舎
）

期
　
間
　

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

　
　
　
　※

土
・
日
除
く

時
　
間
　

９
時
〜
16
時

会
　
場
　

福
井
税
務
署
８
階
　
申
告
書
作
成

　
　
　
　
会
場

本
庁
税
務
課

　

３
月
４
日（
日
）　
９
時
〜
16
時

福
井
税
務
署
８
階
　
申
告
書
作
成
会
場

　

２
月
18
日（
日
）、２
月
25
日（
日
）

　
９
時
〜
16
時

 

①
平
成
29
年
中
に
給
与
、
年
金
収
入
の
あ

る
人
は
源
泉
徴
収
票

②
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、生
命
保
険
料
、地
震

保
険
料
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
、医
療
費

の
領
収
書
な
ど（
受
診
者
ご
と
に
分
け
、

病
院
、薬
局
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
）

③
印
鑑

④
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
、通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
な
ど
）

⑤
還
付
が
あ
る
人
は
、本
人
名
義
の
口
座
番

号
な
ど
が
わ
か
る
も
の（
本
人
名
義
の
預

貯
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

 

　
申
告
を
し
な
い
と
正
し
い
税
額
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

・
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

・
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
高
額
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
高
く
な
る

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
上
限
額

が
高
く
な
る

な
ど
、適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
し
な
く
て
も
い
い
人

　

・
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
が

収
入
の
人

　
　 （
給
与
収
入
の
合
計
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

　
・
高
校
生
な
ど
18
歳
以
下
で
収
入
の
な
い
人

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
作
成
し
た
確
定
申
告
書（
デ
ー
タ
）は
、

印
刷
し
て
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、確
定
申
告
書（
デ
ー
タ
）は
、電
子

申
告（
e-

T
a
x
）を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

  

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
12
桁
）の
記
載

  

■
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
！

【
本
人
確
認（
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認
）

書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
身

　
元
確
認
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

　
人
は

　
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
）＋
運
転
免
許
証 

　
な
ど（
身
元
確
認
）

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

収
入
が
な
い
人
も
、年
金
だ
け
の
人
も

　
所
得
税
や
住
民
税（
町
・
県
民
税
）を
正
し
く
計
算
す
る
に
は
、ご
自
身
の
収
入
と
控
除
す
る
も
の（
必
要
経
費
・
扶
養
控
除
な
ど
）を

正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。申
告
の
方
法
は
、確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　「
収
入
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
年
金
収
入
だ
け
だ
か
ら
」「
税
金
が
か
か
ら
な
い
程
度
し
か
収
入
が
な
い
か
ら
」と
い
う
の
は
申
告
を

し
な
く
て
も
い
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

　

給与支払報告書の
提出は期限内に！

　また、給与支払報告書の表紙に添付する総括表を、11月中に各事業所
宛てに送付しました。事業所名や指定番号などがすでに印字されていま
すので、その用紙を添付して役場税務課へ提出くださるようお願いいた
します。

特別徴収完全実施への
取り組みについて

　県および県内全市町では、給与支払報告書提出３枚以上（※）の事業
所を強制的に「特別徴収義務者」として指定しています。

　やむをえず特別徴収ができない場合には、必ず「全
員普通徴収届出書」を提出してください。

【対象事業所には11月中に通知済みです。提出期限は、１月31日（水）】
※指定対象となる事業所は、各年度において各市町に提出された給与支払報告書の枚数
　から、退職者（退職予定者を含む）分を除いた数で判断します

申
告
期
間
と
相
談
会
場

申
告
書
の
作
成
は

便
利
な「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

日
曜
日
の
申
告
受
付
日

申
告
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

事業主の
みなさん！

提出期限 １ 31水
平成29年分の給与支払報告書

介
護
保
険
は
税
の
申
告
に
お
い
て

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
に
お
い
て
、次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。必
要
な
書
類
の
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
、
年
金
受
給

者
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す

・
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族
の
負

担
す
べ
き
普
通
徴
収
分
の
介
護
保
険
料

は
、
支
払
っ
た
人
の
控
除
に
で
き
ま
す

●
障
害
者
控
除

　
要
介
護（
要
介
護
１
〜
５
）認
定
を
受
け

て
い
る
人
は
、介
護
認
定
審
査
会
の
資
料
の

内
容
で
障
害
者
控
除
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。（
申
請
の
際
は
印
鑑
・
申
請
者
の
身
分
を

確
認
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人

は
、認
定
書
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
医
療
費
控
除

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
医
療
費

控
除
の
対
象
と
し
て
受
け
る
た
め
に
は
、医

療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
金
額
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
受

け
取
ら
れ
た
分
は
、医
療
費
控
除
の
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

【
施
設
入
所
の
場
合
】

①
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）…
１
割
負
担
分
・
食
費
・
居
住
費

の
合
計
額
の
２
分
の
１（
た
だ
し
、旧
措

置
入
所
者
は
対
象
外
）

②
介
護
老
人
保
健
施
設…
１
割
負
担
分
・
食

費
・
居
住
費
の
合
計
額

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設…

１
割
負
担
分
・

食
費
・
居
住
費
の
合
計
額

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
】

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
医
療
費

控
除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収

書
が
必
要
で
す

②
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
利
用

料
の
領
収
書
が
必
要
で
す

【
お
む
つ
代
】

・
１
回
目
の
申
告
の
場
合

　
医
師
が
発
行
し
た「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」が
必
要
で
す

・
２
回
目
以
降
の
申
告
の
場
合

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、介
護

認
定
審
査
会
の
内
容
で
確
認
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、町
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書
」で

代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
申
請
の
際

は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
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問
合
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福
井
税
務
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61ー3944TEL

介
護
保
険
と

税（
住
民
税
・
所
得
税
）の

申
告

10

◎
役
場
申
告
相
談
受
付

期
　
間
　

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

　
　
　
　※

土
・
日
除
く

時
　
間
　

９
時
〜
16
時

会
　
場
　

本
庁
税
務
課
・
永
平
寺
支
所
・
上
志

　
　
　
　
比
支
所

　
混
雑
を
さ
け
る
た
め
、地
区
別
に
受
付
日

程
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。後
日
、

配
布
予
定
の
申
告
相
談
日
程
表
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◎
福
井
税
務
署
申
告
相
談
受
付

　（
福
井
春
山
合
同
庁
舎
）

期
　
間
　

２
月
16
日（
金
）〜
３
月
15
日（
木
）

　
　
　
　※

土
・
日
除
く

時
　
間
　

９
時
〜
16
時

会
　
場
　

福
井
税
務
署
８
階
　
申
告
書
作
成

　
　
　
　
会
場

本
庁
税
務
課

　

３
月
４
日（
日
）　
９
時
〜
16
時

福
井
税
務
署
８
階
　
申
告
書
作
成
会
場

　

２
月
18
日（
日
）、２
月
25
日（
日
）

　
９
時
〜
16
時

 

①
平
成
29
年
中
に
給
与
、
年
金
収
入
の
あ

る
人
は
源
泉
徴
収
票

②
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、生
命
保
険
料
、地
震

保
険
料
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
、医
療
費

の
領
収
書
な
ど（
受
診
者
ご
と
に
分
け
、

病
院
、薬
局
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
）

③
印
鑑

④
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
、通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許
証
な
ど
）

⑤
還
付
が
あ
る
人
は
、本
人
名
義
の
口
座
番

号
な
ど
が
わ
か
る
も
の（
本
人
名
義
の
預

貯
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

 

　
申
告
を
し
な
い
と
正
し
い
税
額
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

・
所
得
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い

・
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
と
と
も
に
高
額
医
療
費

の
自
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負
担
限
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額
が
高
く
な
る

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
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限
額

が
高
く
な
る

な
ど
、適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
し
な
く
て
も
い
い
人

　

・
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
所
得
の
み
が

収
入
の
人

　
　 （
給
与
収
入
の
合
計
が
２
千
万
円
を
超

え
る
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

　
・
高
校
生
な
ど
18
歳
以
下
で
収
入
の
な
い
人

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、画
面
の
案
内
に

従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
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作
成
し
た
確
定
申
告
書（
デ
ー
タ
）は
、

印
刷
し
て
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、確
定
申
告
書（
デ
ー
タ
）は
、電
子

申
告（
e-

T
a
x
）を
利
用
し
て
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

  

■
マ
イ
ナ
ン
バ
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）の
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載

  

■
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
！

【
本
人
確
認（
番
号
確
認
お
よ
び
身
元
確
認
）

書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
身

　
元
確
認
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

　
人
は

　
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
）＋
運
転
免
許
証 

　
な
ど（
身
元
確
認
）

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

収
入
が
な
い
人
も
、年
金
だ
け
の
人
も

　
所
得
税
や
住
民
税（
町
・
県
民
税
）を
正
し
く
計
算
す
る
に
は
、ご
自
身
の
収
入
と
控
除
す
る
も
の（
必
要
経
費
・
扶
養
控
除
な
ど
）を

正
し
く
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。申
告
の
方
法
は
、確
定
申
告
と
住
民
税
申
告
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　「
収
入
が
な
か
っ
た
か
ら
」「
年
金
収
入
だ
け
だ
か
ら
」「
税
金
が
か
か
ら
な
い
程
度
し
か
収
入
が
な
い
か
ら
」と
い
う
の
は
申
告
を

し
な
く
て
も
い
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。期
間
内
に
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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すので、その用紙を添付して役場税務課へ提出くださるようお願いいた
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申
告
期
間
と
相
談
会
場

申
告
書
の
作
成
は

便
利
な「
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

日
曜
日
の
申
告
受
付
日

申
告
し
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
井
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

事業主の
みなさん！

提出期限 １ 31水
平成29年分の給与支払報告書

介
護
保
険
は
税
の
申
告
に
お
い
て

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　

住
民
税
や
所
得
税
の
申
告
に
お
い
て
、次

の
事
項
に
つ
い
て
は
、所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。必
要
な
書
類
の
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
社
会
保
険
料
控
除

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
さ
れ
た
介
護
保
険
料
は
、
年
金
受
給

者
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す

・
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
や
親
族
の
負

担
す
べ
き
普
通
徴
収
分
の
介
護
保
険
料

は
、
支
払
っ
た
人
の
控
除
に
で
き
ま
す

●
障
害
者
控
除

　
要
介
護（
要
介
護
１
〜
５
）認
定
を
受
け

て
い
る
人
は
、介
護
認
定
審
査
会
の
資
料
の

内
容
で
障
害
者
控
除
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。（
申
請
の
際
は
印
鑑
・
申
請
者
の
身
分
を

確
認
す
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
人

は
、認
定
書
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
医
療
費
控
除

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
を
医
療
費

控
除
の
対
象
と
し
て
受
け
る
た
め
に
は
、医

療
費
控
除
の
対
象
に
な
る
金
額
が
記
載
さ

れ
た
領
収
書
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
受

け
取
ら
れ
た
分
は
、医
療
費
控
除
の
金
額
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

【
施
設
入
所
の
場
合
】

①
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）…
１
割
負
担
分
・
食
費
・
居
住
費

の
合
計
額
の
２
分
の
１（
た
だ
し
、旧
措

置
入
所
者
は
対
象
外
）

②
介
護
老
人
保
健
施
設…
１
割
負
担
分
・
食

費
・
居
住
費
の
合
計
額

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設…

１
割
負
担
分
・

食
費
・
居
住
費
の
合
計
額

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
】

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
医
療
費

控
除
対
象
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
領
収

書
が
必
要
で
す

②
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
利
用

料
の
領
収
書
が
必
要
で
す

【
お
む
つ
代
】

・
１
回
目
の
申
告
の
場
合

　
医
師
が
発
行
し
た「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」が
必
要
で
す

・
２
回
目
以
降
の
申
告
の
場
合

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、介
護

認
定
審
査
会
の
内
容
で
確
認
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、町
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書
」で

代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
申
請
の
際

は
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

61-

３
９
２
０

T
E
L

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

U
R
L

問
合
せ
福
祉
保
健
課

　
　
　

問
合
せ

23-

２
６
９
０

T
E
L

　
福
井
税
務
署

申告

問合せ
税務課
61ー3944TEL

介
護
保
険
と

税（
住
民
税
・
所
得
税
）の

申
告

11
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土曜日は おもしろとしょかん

絵本の読み聞かせや、簡単な
工作など、日によって担当や
内容が変わるので、
楽しさいろいろ♡

町立図書館 毎週土曜日
10時30分～11時

上志比館 第３土曜日
10時30分～11時

永平寺館 第２・第３土曜日
11時～11時30分

　１月29日（月）から２月２日（金）の間、図書点検作業のため、
町立図書館は全館休館させていただきます。期間中の返却につ
きましては、各館指定の返却場所へお願いいたします。

　昨年12月に実施したチャリティーバザーの収益は、4,162円
でした。 この収益は、永平寺町社会福祉協議会に寄付させて
いただきます。

●チャリティーの収益について

●ぷち★ぎゃらりぃ in  永平寺館
 「鶴田 美代　油彩画展」

●図書点検による休館のお知らせ

はじめての今さら聞けないＰＤＦ入門 桑名　由美／著
ニッポンのおみくじ 鏑木　麻矢／著
徳川十五代を支えた老中・大老の謎
未来の年表

福田　智弘／著
河合　雅司／著

サケが帰ってきた！ 奥山　文弥／著
内田　麟太郎／著

雑草は軽やかに進化する 藤島　弘純／著
よくわかるストールの巻き方使い方 石田　純子／監修
いちばんていねいなはじめての盆栽の育て方　　　広瀬　幸男／著
ムリなくはじめられる楽しいランニング 鈴木　清和／著
寝る前に読む一句、二句。 夏井　いつき／著

キラキラ共和国 小川　糸／著
月夜の散歩 角田　光代／著
ブックデザイナー スタジオ248／編著

たぬきのたまご
いわさ　ゆうこ／さくにににんにんじん

期間：１月18日(木)～２月27日（火）
提供：鶴田 美代氏
場所：永平寺館

61ー7117
63ー3112
64ー3170

１
月
の

特
設

コ
ー
ナ
ー

お 知 ら せ

オ ス ス メ 図 書 図着新 書

図
書
館

だ
よ
り

一般書

わすれもの

宇佐江 みつこ／著　
（KADOKAWA）

豊福 まきこ／作  　
（ＢＬ出版）

　美術館で作品とお客様を見守る監視係の視
点から美術館の裏側を知ることができます。
岐阜県美術館で監視係として働く著者が描い
た美術館をより身近に感じられる一冊です。
可愛らしい４コマ漫画とコラムで構成されて
います。

児童書

ミュージアムの女　

　公園のベンチに寂しそうに座っているひつ
じのぬいぐるみ。持ち主の女の子ミナの「わ
すれもの」です。カラスにつつかれたり雨に
ぬれたりしながらも、じっと迎えを待つぬい
ぐるみの健気な様子が愛くるしい一冊です。

■町立図書館（松岡）
　福運招来
■町立図書館永平寺館
　（一般書）商店街ストーリー
    （児童書）犬のおはなし
■町立図書館上志比館　
　ふるさと福井

日 月 火 水 木 金 土

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 2/1 2 3

１月開館カレンダー ■休館

12

申込み・問合せ 松岡保健センター TEL.61ー0111

保健通信

大腸がん検診

健診・相談内容 対　象　児 日　程 受付時間 場　所

1歳６か月児健診 　　平成28年５月１日～
　　平成28年６月15日生まれ １月17日（水）

13時30分
　　　　～14時

松岡保健センター
３歳児健診 　　平成26年11月１日～

　　　　　　 12月15日生まれ １月19日（金）

乳幼児健診日程

高齢者個別健診 がん個別検診
　　今年度の集団検診は終了しましたが、『がん個別検診』を実

施しています。がん検診がまだの人は、ぜひお受けください。　　 
●実施期間　平成30年２月28日（水）まで　 
●検診場所　指定医療機関（予約が必要です）
　不明な点は、松岡保健センターにお問い合わせください。

●ご希望の人は、松岡保健センターにお申し込みく
ださい

●実施期間　平成30年１月31日（水）まで

男女ともかかりやすいがん　第２位
女性の死亡原因　　　　　　第１位

お子さんが
インフルエンザにかかったら
お子さんが
インフルエンザにかかったら

簡単な便潜血検査で早期発見できます。
早期発見・早期治療で 90％以上が完治。
がん検診の中でも有効性の高い検診です！

永平寺町内に住所を有する20歳以上の人
※平成29年度（平成29年４月１日～）大腸がん
　検診を受診されていない人

松岡福祉総合センター翠荘
玄関カウンターにある冷蔵庫
平日･第２日曜日･第４土曜日８時30分～17時15分

（２月11日（日）は閉館）

平成30年２月28日（水）まで

　大腸がん検診をお申し込みいただくと、検査キットを郵送します。
　また、未提出の検査キットがご自宅に有る場合は、採便して期限
内にご提出ください。

【対象となる人】

【 提　出　先 】

【提 出 期 限】

　インフルエンザにかかった際、異常行
動（例：急に走り出す、部屋から飛び出そ
うとするなど）が報告されています。
　そのため、お子さんがインフルエンザ
にかかり自宅で療養する場合は、治療開始
から少なくとも２日間は、お子さんを一人
にしないことを原則としてください。

【 お詫びと訂正 】

No.33　丘の上整形外科医院
（誤）６１－００６８
（正）６１－００２８

冬はヒートショックにご用心！！
１．ヒートショックとは？

２．入浴時の温度差に注意しましょう！

３．入浴時の対策は？

　急激な温度の変化により、血圧が上下に大きく変動し、脳や心臓に大きく負担をかけ、結果と
して脳卒中や心筋梗塞、失神などを起こす恐れがあります。 気温の下がる冬場に多くみられます。

　冬場は暖かいリビングから寒い脱衣場や浴室へ移動し、熱いお風呂に入るときが危険です。入浴中の
溺死、失神による転倒からの死亡を引き起こし、年間およそ１万５千人以上の人が亡くなっています。

▶脱衣場に暖房器具を置いて暖めておく。　　　　▶浴槽のふたを開けておく。
▶お湯の温度は39～41℃ぐらいを目安にする。　 ▶一番風呂を避ける。
特に、高齢者や高血圧の人は注意しましょう！

平成29年度高齢者用インフルエンザ予防
接種協力医療機関電話番号について
　対象の人に通知しました医療機関一覧
表に、次のとおり誤りがありましたので、
お詫びして訂正いたします。
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日 月 火 水 木 金 土

1/14 15 16 17

21 22 23 24

28 29 30 3031

18 19 20

25 26 27

2/1 2 3

●開館 8：30～

各地区児童館
アイコンガイド

松岡児童館松

志比児童館志

上志比児童館上

61－0750

63－3113

64－3100

アイコンガイド

子育て支援センター

わくわく広場

●毎週月～金曜日
●上志比保健センター
●9：30～11：30

64－3100
わ

コアラのおへや

●毎週火・金曜日
●御陵地区コミュニティー
　消防センター
●9：30～11：30

61－3550
コ

ちびっこ広場

●毎週月・水・木曜日
●松岡児童館
●9：30～11：30

61－0750
ち

フレンドパーク

●毎週月～金曜日
●永平寺保健センター
●9：30～11：30

63－2868
フ

●永平寺町役場（本庁）

●永平寺支所

●上志比支所
（永平寺ディサービスセンター）

６１-１１１１

６３-３１１１

６４-２２１１

◎総務課
◎財政課
◎総合政策課
◎農林課
◎建設課   

６１-３９４１
６１-３９３３
６１-３９４２
６１-３９４７
６１-３９４８

◎子育て支援課
◎税務課
◎住民生活課
◎福祉保健課
◎会計課

６１-７２５０
６１-３９４４
６１-３９４５
６１-３９２０
６１-３９４９

◎議会事務局
◎商工観光課
◎学校教育課（教育委員会）

◎生涯学習課（教育委員会）

◎国体推進課

６１-３９５０
６１-３９２１
６１-３４００
６１-３４００
６１-３９４３

◎上下水道課
●町立図書館
●永平寺館
●上志比館 
●松岡公民館

６１-０２７７
６１-７１１７
６３-３１１２
６４-３１７０
６１-３４００

●松岡ふるさと学習館
●永平寺緑の村ふれあいセンター    
●上志比文化会館サンサンホール
●松岡福祉総合センター（翠荘）

●永平寺保健センター

６１-６６７７
６３-４２２２
６４-３１７０
６１-０１１１
６３-２８６８

●上志比保健センター（やすらぎの郷）

●永平寺町在宅介護支援センター
●永平寺老人福祉センター永寿苑

●町社協地域包括支援センター

６４-３０００
６1-４３００
６３-３８６８

６１-６１６６

●永平寺町消防本部・消防署
●福井警察署
●永平寺分庁舎   

６３-０１１９
５２-０１１０
６１-０１１０

家の中に貼ってご活用ください。

カ レ ン ダ ー町民 は、児童館、子育て支援センター開設日です。
保 存 版

フち わ松 志 上フコ わ松 志 上 フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上 わ松 志 上

フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上コ

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上フち わ松 志 上

フち わ松 志 上

松 志 上 フ

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上 フち わ松 志 上

家庭の日

青少年育成の日

文化財防火デー

【
平
成
30
年
】2018 1月-2月 今月の納税

（口座振替も同日です）

町・県民税 第 4 期
国民健康保険税 第 7 期

１月31日（水）

１月

毎週水曜日開催！

ＪＡナイター営業実施
時間　午後７：00まで
場所　ＪＡ永平寺　本所　

「日中はなかなかＪＡに行けない！」という方、お気軽
にご来店ください。営農、共済、年金、ローンに関す
ることなど、どんなことでも承ります。
※入出金等、一部お取り扱いできない業務もございます。
　詳しくは、窓口までお問い合わせください。

ＪＡ永平寺  本所  永平寺町諏訪間47-27-1  TEL：63-2660　　

　　全員協議会
　　　9：00～12：00　
　身体測定・育児相談
　ちびっこ広場
　9：30～11：30　　
ママのためのおしゃべりサロン

（ベビービクス教室）
　松岡保健センター
　10：30～11：30
１歳６か月児健診
　松岡保健センター
　13：30～14：00

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30～17：15
　映画会
　松岡児童館　10：00～12：00
　児童館で遊ぼう
　志比児童館　10：00～17：00
　マシュマロチョコ作り
　上志比児童館　10：00～12：00
　支援センター開放
　上志比保健センター　9：30～11：30
おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）　10：30～11：00
結婚相談
　町立図書館２階 視聴覚室
　13：30～15：30

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30～17：15
　児童館で遊ぼう
　松岡児童館
　10：00～17：00
　クイズラリー～NAZO～
　志比児童館
　10：00～12：00
　百人一首大会
　上志比児童館
　10：00～12：00
　支援センター開放
　永平寺保健センター
　9：30～11：30
救急講習会
　消防本部
　13：30～14：30
　

　　民話紙芝居
　　　町立図書館（松岡）
　　　10：30～11：00
おもしろとしょかん
　町立図書館上志比館
　10：30～11：00
おはなし会
　町立図書館永平寺館
　11：00～11：30
結婚相談
　町立図書館２階 視聴覚室
　13：30～15：30

　　　教えて！薬剤師さん
　　　永平寺保健センター
　　　10：30～11：30

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　（身体測定・育児相談）
　　　松岡保健センター
　　　10：00～12：00
　ママのリフレッシュ体操教室 
　永平寺保健センター
　10：30～11：30
人権相談
　永平寺町役場上志比支所
　13：30～16：00

　栄養士さんを囲んで
　コアラのおへや
　9：30～11：30
　ベビーサイン体験講座
　永平寺保健センター
　10：30～11：30

　山せんせいと遊ぼう
　上志比保健センター
　10：30～11：30

　　　コアラでお話会
　　　コアラのおへや
　　　9：30～11：30
　身体測定・育児相談
　上志比保健センター
　10：30～11：30
３歳児健診
　松岡保健センター
　13：30～14：00

　　　お父さんの子育て応援日
　　（支援センター解放）
　　　コアラのおへや
　　　9：30～11：30

　　　身体測定・育児相談
　　　永平寺保健センター
　　　10：00～11：30
永平寺町シルバー人材センター
入会説明会
　永平寺町シルバー人材センター
　会議室
　14：00～15：00

　　絵本の読み聞かせ
　　　町立図書館(松岡)
　　　10：30～11：00

　子育て何でも相談会
　コアラのおへや
　9：30～11：30
　リズムを感じて
　上志比保健センター
　10：30～11：30

　　　お誕生会
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30

　　　マイスターさんと親子で運動遊び
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30
ママのためのおしゃべりサロン

（育児講演会）
　松岡保健センター
　10：30～11：30

　　　豆まきあそび
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30
　節分の集い「フレママ発表会」
　永平寺保健センター
　10：30～11：30

　　　節分豆まき
　　　志比児童館
　　　16：30～17：00

　御陵幼児園での買い物ごっこ
　御陵幼児園
　9：30～11：30
　絵本読み
　上志比保健センター
　10：30～11：30

役場窓口延長 19:00まで役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

永平寺町どんど焼き
　上志比グラウンド

　10：30～

永平寺町表彰の日
　上志比文化会館サンサンホール

  9：30～
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日 月 火 水 木 金 土

1/14 15 16 17

21 22 23 24

28 29 30 3031

18 19 20

25 26 27

2/1 2 3

●開館 8：30～

各地区児童館
アイコンガイド

松岡児童館松

志比児童館志

上志比児童館上

61－0750

63－3113

64－3100

アイコンガイド

子育て支援センター

わくわく広場

●毎週月～金曜日
●上志比保健センター
●9：30～11：30

64－3100
わ

コアラのおへや

●毎週火・金曜日
●御陵地区コミュニティー
　消防センター
●9：30～11：30

61－3550
コ

ちびっこ広場

●毎週月・水・木曜日
●松岡児童館
●9：30～11：30

61－0750
ち

フレンドパーク

●毎週月～金曜日
●永平寺保健センター
●9：30～11：30

63－2868
フ

●永平寺町役場（本庁）

●永平寺支所

●上志比支所
（永平寺ディサービスセンター）

６１-１１１１

６３-３１１１

６４-２２１１

◎総務課
◎財政課
◎総合政策課
◎農林課
◎建設課   

６１-３９４１
６１-３９３３
６１-３９４２
６１-３９４７
６１-３９４８

◎子育て支援課
◎税務課
◎住民生活課
◎福祉保健課
◎会計課

６１-７２５０
６１-３９４４
６１-３９４５
６１-３９２０
６１-３９４９

◎議会事務局
◎商工観光課
◎学校教育課（教育委員会）

◎生涯学習課（教育委員会）

◎国体推進課

６１-３９５０
６１-３９２１
６１-３４００
６１-３４００
６１-３９４３

◎上下水道課
●町立図書館
●永平寺館
●上志比館 
●松岡公民館

６１-０２７７
６１-７１１７
６３-３１１２
６４-３１７０
６１-３４００

●松岡ふるさと学習館
●永平寺緑の村ふれあいセンター    
●上志比文化会館サンサンホール
●松岡福祉総合センター（翠荘）

●永平寺保健センター

６１-６６７７
６３-４２２２
６４-３１７０
６１-０１１１
６３-２８６８

●上志比保健センター（やすらぎの郷）

●永平寺町在宅介護支援センター
●永平寺老人福祉センター永寿苑

●町社協地域包括支援センター

６４-３０００
６1-４３００
６３-３８６８

６１-６１６６

●永平寺町消防本部・消防署
●福井警察署
●永平寺分庁舎   

６３-０１１９
５２-０１１０
６１-０１１０

家の中に貼ってご活用ください。

カ レ ン ダ ー町民 は、児童館、子育て支援センター開設日です。
保 存 版

フち わ松 志 上フコ わ松 志 上 フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上 わ松 志 上

フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上

フコ わ松 志 上コ

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上フち わ松 志 上

フち わ松 志 上

松 志 上 フ

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上

フち わ松 志 上 フち わ松 志 上

家庭の日

青少年育成の日

文化財防火デー

【
平
成
30
年
】2018 1月-2月 今月の納税

（口座振替も同日です）

町・県民税 第 4 期
国民健康保険税 第 7 期

１月31日（水）

１月

毎週水曜日開催！

ＪＡナイター営業実施
時間　午後７：00まで
場所　ＪＡ永平寺　本所　

「日中はなかなかＪＡに行けない！」という方、お気軽
にご来店ください。営農、共済、年金、ローンに関す
ることなど、どんなことでも承ります。
※入出金等、一部お取り扱いできない業務もございます。
　詳しくは、窓口までお問い合わせください。

ＪＡ永平寺  本所  永平寺町諏訪間47-27-1  TEL：63-2660　　

　　全員協議会
　　　9：00～12：00　
　身体測定・育児相談
　ちびっこ広場
　9：30～11：30　　
ママのためのおしゃべりサロン

（ベビービクス教室）
　松岡保健センター
　10：30～11：30
１歳６か月児健診
　松岡保健センター
　13：30～14：00

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日

図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日 図書館（全館）休館日

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30～17：15
　映画会
　松岡児童館　10：00～12：00
　児童館で遊ぼう
　志比児童館　10：00～17：00
　マシュマロチョコ作り
　上志比児童館　10：00～12：00
　支援センター開放
　上志比保健センター　9：30～11：30
おもしろとしょかん
　町立図書館（松岡）　10：30～11：00
結婚相談
　町立図書館２階 視聴覚室
　13：30～15：30

　　松岡福祉総合センター開館日
　　　8：30～17：15
　児童館で遊ぼう
　松岡児童館
　10：00～17：00
　クイズラリー～NAZO～
　志比児童館
　10：00～12：00
　百人一首大会
　上志比児童館
　10：00～12：00
　支援センター開放
　永平寺保健センター
　9：30～11：30
救急講習会
　消防本部
　13：30～14：30
　

　　民話紙芝居
　　　町立図書館（松岡）
　　　10：30～11：00
おもしろとしょかん
　町立図書館上志比館
　10：30～11：00
おはなし会
　町立図書館永平寺館
　11：00～11：30
結婚相談
　町立図書館２階 視聴覚室
　13：30～15：30

　　　教えて！薬剤師さん
　　　永平寺保健センター
　　　10：30～11：30

　　ママのためのおしゃべりサロン
　　（身体測定・育児相談）
　　　松岡保健センター
　　　10：00～12：00
　ママのリフレッシュ体操教室 
　永平寺保健センター
　10：30～11：30
人権相談
　永平寺町役場上志比支所
　13：30～16：00

　栄養士さんを囲んで
　コアラのおへや
　9：30～11：30
　ベビーサイン体験講座
　永平寺保健センター
　10：30～11：30

　山せんせいと遊ぼう
　上志比保健センター
　10：30～11：30

　　　コアラでお話会
　　　コアラのおへや
　　　9：30～11：30
　身体測定・育児相談
　上志比保健センター
　10：30～11：30
３歳児健診
　松岡保健センター
　13：30～14：00

　　　お父さんの子育て応援日
　　（支援センター解放）
　　　コアラのおへや
　　　9：30～11：30

　　　身体測定・育児相談
　　　永平寺保健センター
　　　10：00～11：30
永平寺町シルバー人材センター
入会説明会
　永平寺町シルバー人材センター
　会議室
　14：00～15：00

　　絵本の読み聞かせ
　　　町立図書館(松岡)
　　　10：30～11：00

　子育て何でも相談会
　コアラのおへや
　9：30～11：30
　リズムを感じて
　上志比保健センター
　10：30～11：30

　　　お誕生会
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30

　　　マイスターさんと親子で運動遊び
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30
ママのためのおしゃべりサロン

（育児講演会）
　松岡保健センター
　10：30～11：30

　　　豆まきあそび
　　　ちびっこ広場
　　　9：30～11：30
　節分の集い「フレママ発表会」
　永平寺保健センター
　10：30～11：30

　　　節分豆まき
　　　志比児童館
　　　16：30～17：00

　御陵幼児園での買い物ごっこ
　御陵幼児園
　9：30～11：30
　絵本読み
　上志比保健センター
　10：30～11：30

役場窓口延長 19:00まで役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

役場窓口延長 19:00まで

永平寺町どんど焼き
　上志比グラウンド

　10：30～

永平寺町表彰の日
　上志比文化会館サンサンホール

  9：30～
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張家港市友好交流20周年記念訪中
　平成29年11月２日から５日の４日間、河合町長を団長とする25名の当町訪
中団が中国江蘇省張家港市を訪問しました。鑑真和上出発の地である東渡苑に
おいて、友好交流関係締結20周年を祝う式典が盛大に開催されたほか、梁豊中
学校、鳳凰鎮政府市役所などの視察を行いました。
　式典では張家港市代表ほか、日系企業で組織する「桜花会」の役員など150名
が参列し、河合町長、鈴木県議会議員、小畑町議会副議長、樂間町日中友好協会長
を主席に配され、両市町代表あいさつ、小学生のアトラクション、記念品交換、記
念撮影、記念植樹が行われました。
　また、視察で訪れた梁豊中学校では、日本語クラブの生徒さんが、日本語学習
を兼ねて校内を案内してくれました。梁豊中学校の生徒は日本に関心が高く、日
本語クラブにあっては百数十人の応募があることから、梁豊中学校としても当
町の中学校と友好提携を結びたいと考えているようです。歴史の深さと良好な
関係を身にしみて感じ、今後も同市と友好交流を継続するとともに、相互訪問を
通じて、相互理解、相互協力をさらに深めていきたいと感じました。

知っておきたい知っておきたい 国 民 年 金

問合せ 福井年金事務所 23ー4516TEL 住民生活課 61ー3945TEL

20歳になったら、国民年金の加入手続きを20歳になったら、国民年金の加入手続きを
加入手続きの方法は・・・

加入手続きが済んだら・・・

①20歳の誕生日近くになったら、『日本年金機構』から加入手続きの書類が入った封筒が届きます

後日、年金手帳、納付書などが届きます。　

②書類を確認したら、本人、またはご家族の人が、以下の物をご持参いただき役場（各支所）で加入手続き
　をしてください

●書類一式　 ●印鑑　 ●学生証のコピー（学生の人で“学生納付の特例”を申請の場合）

※お勤め先で、厚生年金
　加入されている人は、
　手続きは不要です（ （

パブリックコメント募集！パブリックコメント募集！

◆計画（案）の公表場所と方法
○福祉保健課（本庁１階）、各支所にて閲覧

◆ご意見の提出方法
住所、氏名、電話番号を明記のうえ、次の方法で提出してください。（口頭・電話は不可）　※様式は自由です
● 持　参　福祉保健課、各支所へ直接お持ちください
● メール　fukushi@town.eiheiji.fukui.jp　　　● FAX 61－3464
● 郵　送　〒910-1192　永平寺町松岡春日1-4　永平寺町役場　福祉保健課宛

問合せ 福祉保健課 61ー3920TEL

第３次 永平寺町障害者基本計画
第５期 障害者福祉計画等（案）に関する
ご意見をお寄せください。

第７期 高齢者福祉計画
介護保険事業計画（案）に関するご意見を
お寄せください。

募集期間１９ 25火 木～ 募集期間１ 1９ 52
金 月～

○町ホームページにて閲覧  http：//www.town.eiheiji.lg.jp
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モチモチぺったん お餅つき会モチモチぺったん お餅つき会 ～御陵幼児園～

もちつきごっこ

の様子♪
もちつきごっこ

の様子♪

　毎年12月には「お餅つき会」を各園でそれぞれ
行っています。御陵幼児園では12月８日に行いま
した。地区の民生委員の人や役員のお父さんの力
を借りて、家では見たことのない臼と杵での餅つ
きに子どもたちはわくわくドキドキです！
　年長さんが餅をつく〝ぺったん、ぺったん〞の音
に 合 わ せ て 、年 少 さ ん の「 よ い し ょ ー ！ よ い
しょー！」「がんばれ～」と大きなかけ声がホール
いっぱいに響きます♪年長さんのがんばる姿を見

て、小さい子も餅つきごっこに挑戦しましたよ☆
　真っ白でやわらか～いお餅ができあがると

「やったぁ～!！」とみんな大喜びです♪まずは白
いお餅を味わいます。「おいしい！お米の味がする
ね」ととても嬉しそう。その後は、のり、きなこ、あ
んこ、おろし、いろんな味を楽しみました。ちなみ
に子どもたちの一番人気はきなこもちでした！お
なかいっぱいで満足そうな御陵幼児園のお友達で
した♪

正午の時報 ハープメロディー新

問合せ 総務課 61ー3941TEL

　正午の時報で流れているハープのメロディーを四季にあわせて変
えていきます。
　日本でハープを作っているのは、唯一永平寺町にある製造工場だ
けです。永平寺町が誇るハープの音色をお楽しみください。
　放送する曲は、清水章孝さん（永平寺町出身）が作詞、河合正浩さん
（永平寺町在住）が作曲したものです。

放送時期

 １月～ ３月

 ４月～ ６月

 ７月～ ９月

10月～12月

いつも…ありがとう

leave

越の国から

修羅

空を見上げて、思い出す笑顔があります。生まれてきた事、生きている事、感謝の意を表した曲です。

旅立ちに心舞いながらも、今がある事の喜びと愁いを表した曲です。

昔と今を比較しながら、永平寺町の光景を表した曲です。

修羅（そりのこと）を使いながら、石棺を山頂に向かって、民人が協力し合って運ぶ様子を表した曲です。

曲　名 曲の意味

いつも…ありがとう
大切なものは すぐそばにあるのに
気付かない毎日 いつか…わかるから…
教えられた心 今日を振り返って
空に手を伸ばし 指で描こう 「あ・り・が・と・う」

歌 詞 紹 介

c 2014 Masahiro Kawai
※ハープメロディーになっている部分

※時報を流すことは、防災行政無線の作動確認も兼ねています

相談日 ： 毎週月曜日（祝日は除く） 13時～16時30分
期　間 ： 平成30年３月26日（月）まで
場　所 ： 永平寺町役場　本庁、永平寺支所および上志比支所　※1階窓口周辺に設置

月曜日以外は、連絡箱を設置します。備え付けの用紙に質問などを記入し、箱に投函しますと、後日、福井ケーブルテレビの
担当者がご連絡いたします。

問合せ こしの国広域事務組合　 63-1231TEL

こしの国ケーブルテレビから福井ケーブルテレビへの移行手続相談窓口
お気軽に
　　ご相談ください
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1819

1 28日 10：３0～
永平寺町 どんど焼き
場所：上志比グラウンド
楽しいイベントがいっぱい！！みんな来てネ！

 

　子
育
て
に
必
要
な
教
育
資
金
の

融
資
を
受
け
ら
れ
た
人
へ
子
育
て

支
援
を
目
的
に
、
融
資
の
利
子
・

利
息
な
ど
に
相
当
す
る
金
額
を
給

付
し
ま
す
。

　

対
象
者
　永
平
寺
町
に
住
所
を
有

　す
る
人
で
次
の
項
目
に
す
べ
て

　該
当
す
る
人

　①
町
税
の
滞
納
が
な
い
人

　②
町
が
定
め
る
金
融
機
関
で
、

　
　教
育
資
金
の
融
資
を
受
け
て

　
　い
る
人（
福
井
銀
行
、
福
邦
銀

　
　行
、
福
井
信
用
金
庫
、
Ｊ
Ａ

　
　吉
田
郡
、
越
前
信
用
金
庫
、
　

　
　北
陸
銀
行
、
労
働
金
庫
）

　③
新
規
に
１０
万
円
以
上
の
融
資

　
　を
受
け
ら
れ
た
人
で
、
証
書

　
　借
入
形
式（
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
は

　
　除
く
）の
も
の
で
あ
る
こ
と

給
付
金
額（
年
間
）
　

　金
融
機
関
か
ら
の
借
入
額
の

　１
％（
１
０
０
０
円
未
満
切
捨
）

※
借
入
額
１０
万
以
上
２０
万
円
未
満

　の
場
合
は
１
０
０
０
円
と
す
る

給
付
期
間
　大
学
な
ど
に
在
学
期

　間
と
し
、
最
長
４
年
間
。
た
だ

　し
卒
業
・
途
中
退
学
し
た
場
合
、

　ま
た
は
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

　期
間
が
完
了
し
た
場
合
は
、
受

　給
資
格
が
無
く
な
り
ま
す
。

　
　ま
た
、
借
入
元
金
の
変
更（
借

　り
換
え
）が
あ
っ
た
場
合
も
受
給

　資
格
が
無
く
な
り
、
再
度
新
規

　の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

申
請
手
続
き
　金
融
機
関
か
ら
融 

　資
を
受
け
た
年
度
内
に
申
請

　書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

　申
請
し
て
く
だ
さ
い

添
付
書
類

⑴
金
融
機
関
が
指
定
す
る
書
類

　（教
育
ロ
ー
ン
融
資
を
受
け
て
い

　る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
、
返
済

　計
画
表
な
ど
）

⑵
住
民
記
録
・
町
税
納
付
状
況
・

　教
育
資
金
借
入
状
況
な
ど
、
確

　認
に
関
す
る
同
意
書

⑶
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
申
請
を

　さ
れ
る
人
は
、
学
生
で
あ
る
こ

　と
が
わ
か
る
書
類（
在
学
証
明

　書
な
ど
）

申
請
・
問
合
せ

　学
校
教
育
課（
松
岡
公
民
館
内
）

　Ｔ
Ｅ
Ｌ 

6１
ー
３
４
０
０

　必
要
な
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　県
民
と
と
も
に「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体
・
元
気
大
会
」を
盛
り
上

げ
る
記
念
行
事
で
す
。

日
　時
　２
月
１２
日（
月
・
祝
）

　１4
時
～
１6
時

場
　所
　ア
オ
ッ
サ
8
階

内
　容
　

　①
記
念
式
典 

１4
時
～
１4
時
３０
分

　②
記
念
催
事 

１4
時
３5
分
～
１4
時
55
分

　
　福
井
商
業
高
校
J
E
T
S
と

　
　は
ぴ
り
ゅ
う
に
よ
る
国
体・
障

　
　ス
ポ
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　③
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

１5
時
～
１6
時

　
　福
井
陸
上
競
技
場
で
桐
生
祥
秀

　
　選
手
が
日
本
初
1
0
0
m
9
秒

　
　台
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
、
当

　
　日
の
映
像
な
ど
に
よ
り
快
挙
達

　
　成
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
　

　
　左
記
の
人
た
ち
に
よ
る
ト
ー

　
　ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
　•

伊
東 

浩
司（
1
0
0
m
元
日

　
　
　本
記
録
保
持
者
）

　
　•

髙
野 

進（
4
0
0
m
日
本
記

　
　
　録
保
持
者
）

　
　•

髙
野 

香
織（
1
0
0
m
元
日

　
　
　本
記
録
保
持
者：
福
井
出
身
）

同
時
開
催

　●
講
演
者
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

　
　室（

2
月
１１
日
予
定
）

　●
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス

　
　ポ
ー
ツ
の
体
験（
ア
オ
ッ
サ
6

　
　

階
各
会
場
）ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン

　
　グ
、
ペ
タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン

　
　グ
デ
ィ
ス
ク
、
車
イ
ス
ス
ラ

　
　ロ
ー
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　ン
ス
ポ
ー
ツ

　●
国
体
関
連
パ
ネ
ル
展（
1
階
、

　
　8
階
ア
ト
リ
ウ
ム
ほ
か
）

問
合
せ  

ふ
る
さ
と
県
民
局
地
　

　域
交
流
推
進
課
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　ＴＥ
Ｌ   

２０
ー
０
６
６
５

　「取
引
先
に
代
金
を
払
っ
て
も
ら

い
た
い
」「
敷
金
を
返
し
て
も
ら
い
た

い
」「
隣
に
静
か
に
し
て
ほ
し
い
」
…

そ
ん
な
と
き
は
、
民
事
調
停
が
あ
り

ま
す
。
民
事
調
停
と
は
裁
判
の
よ
う

に
勝
ち
負
け
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
話
し
合
い
で
問
題
の
解
決
を
図

る
裁
判
所
の
手
続
き
で
す
。

●
民
事
調
停
の
5
つ
の
特
徴

①
手
続
き
が
簡
単

②
費
用
が
安
い

③
解
決
が
早
い

④
裁
判
官
と
調
停
委
員
が
間
に
入
っ

　た
話
し
合
い

⑤
判
決
と
同
じ
効
果

※
詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ

　サ
イ
ト「
裁
判
所
　民
事
調
停
」

　で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ  

　福
井
地
方
裁
判
所
事
務
局
　
　

　
　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ   

9１
ー
５
０
５
３

教
育
資
金
支
援
給
付
金

「
ふ
る
さ
と
の
日
」記
念
行
事

こ
ん
な
と
き
は
民
事
調
停
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●
下
水
道
施
設
の
災
害
復
旧
支
援

　に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　平
成
２9
年
１１
月
１０
日
、
日
本
下

水
道
事
業
団
・
福
井
県
維
持
建
設
協

同
組
合
と
災
害
支
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定

は
、
大
規
模
地
震
等
に
よ
り
下
水

道
施
設
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、

被
害
調
査
や
応
急
復
旧
業
務
に
係

る
活
動
支
援
を
受
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
確
保
が

図
ら
れ
、
ま
た
早
期
復
旧
に
向
け

た
迅
速
か
つ
円
滑
な
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
　

●
水
道
管
凍
結
に
よ
る
漏
水
に
ご

　注
意
を
！

　水
道
管
内
の
水
が
凍
結
し
膨
張
す

る
と
水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
。
水
道

管
が
む
き
出
し
の
箇
所
や
、北
向
き
、

風
当
り
の
強
い
所
は
破
裂
し
や
す
い

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　万
が
一
、
破
裂
し
た
場
合
は
、
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

を
閉
め
て
、
町
指
定
の
水
道
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
指
定
業
者

一
覧
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
）

●
積
雪
に
よ
る
認
定
検
針
に
つ
い
て

　メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
積

も
っ
た
雪
の
た
め
、
水
道
メ
ー
タ
ー

の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
検

針
で
き
た
前
月
分
の
使
用
水
量
と

同
量
を
当
月
分
と
し
て「
認
定
」す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　「認
定
」し
た
月
の
料
金
は
、
前

月
と
同
額
を
概
算
と
し
て
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
翌
月
以
降
に
検
針

で
き
た
際
に
使
用
量
を
精
算
し
て

過
払
い
や
不
足
分
の
料
金
を
調
整

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
雪
か
き
の
際
は
水
道
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
雪
も
併
せ
て

除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
節
水
に
ご
協
力
を
！

　融
雪
に
水
道
水
を
使
用
し
た
場

合
で
も
上
下
水
道
料
金
は
通
常
通

り
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
水
道
水
の

安
定
供
給
の
た
め
に
も
節
水
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ  

上
下
水
道
課
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

6１
ー
０
２
７
７

　健
康
運
動
指
導
士
・
音
楽
療
法

士
の
木
下
氏
に
よ
る
大
好
評
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
遊
ん
だ
り
、
楽
器
を
使
っ

て
音
楽
遊
び
を
行
い
ま
す
。
マ
マ
も

赤
ち
ゃ
ん
も
笑
顔
に
な
る
楽
し
い
時

間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
　時
　１
月
３１
日（
水
）

　１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
　所
　松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
　

対
　象
　町
内
在
住
の
１
歳
未
満

　児
と
保
育
者
　

講
　師
　健
康
運
動
指
導
士
・
音

　楽
療
法
士
　木
下 

あ
こ
や
氏

費
　用
　無
料

★
事
前
の
申
し
込
み
不
要
。
当
日

　会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問
合
せ  

松
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　  

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

6１
ー
０
１
１
１

　石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
が
原
因
で

中
皮
腫
、
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た

労
働
者
に
は
、
労
災
保
険
給
付
な

ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　石
綿
に
よ
る
疾
病
は
発
症
ま
で
の

期
間
が
非
常
に
長
く
、
中
皮
腫
な
ど

で
亡
く
な
っ
た
人
が
過
去
に
石
綿
を

取
り
扱
う
仕
事
を
し
て
い
た
場
合
、

労
災
保
険
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
福
井
労

働
局
ま
た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監

督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　福
井
労
働
局
労
災
補
償
課
　
　

　ＴＥ
Ｌ   

２２
ー
２
６
５
６

　福
井
労
働
基
準
監
督
署

　ＴＥ
Ｌ   

54
ー
７
８
５
７（
労
災
課
直
通
）

　毎
月
、
委
員
が
直
接
相
談
に
応

じ
る
夜
間
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　時
　

　１
月
２３
日（
火
）・
２
月
２7
日（
火
）

　３
月
２7
日（
火
）

※
相
談
時
間
は
１8
時
３０
分
～
２０
時

場
　所
　福
井
県
庁
内
会
議
室
　

対
　象
　県
内
の
労
働
者
、
使
用

　者
い
ず
れ
の
人
の
相
談
も
受
け

　付
け
ま
す
。
雇
用
形
態
不
問

申
　込
　事
前
予
約
制
で
す
。

　相
談
日
の
前
日
ま
で
に
労
働
委

　員
会
事
務
局
ま
で
電
話
か
メ
ー

　ル
で
ご
予
約
く
だ
さ
い

メ
ー
ル rouri@

pref.fukui.lg.jp

申
込
み
・
問
合
せ

　福
井
県
労
働
委
員
会
事
務
局
　  

　
　
　
　
　
　ＴＥ
Ｌ   

２０
ー

0
5
9
7

　福
井
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々

の
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に
生

じ
た
労
働
条
件
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

の
簡
易
・
迅
速
・
円
満
な
解
決
を

お
手
伝
い
す
る
た
め
、「
あ
っ
せ
ん
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
、
費

用
は
無
料
で
す
。

※「
あ
っ
せ
ん
」と
は
、
労
働
問
題

　に
経
験
豊
富
な
専
門
家
が
、
当

　事
者
双
方
の
お
話
を
伺
い
、
お

　互
い
の
合
意
点
を
見
出
し
な
が

　ら
、
話
し
合
い
に
よ
る
自
主
的

　な
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　福
井
県
労
働
委
員
会（
福
井
県
庁

　１０
階
）
　  
Ｔ
Ｅ
Ｌ   
２０
ー

0
5
9
7

　（平
日
８
時
３０
分
～
１7
時
１5
分
）

※
詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

　ご
覧
く
だ
さ
い
。「
福
井
県
労
働

　委
員
会
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い

　

上
下
水
道
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

マ
マ
の
た
め
の
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン

石
綿
関
連
疾
患
の

労
災
補
償
な
ど
に
つ
い
て

夜
間
労
働
相
談
会（
予
約
制
）

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
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月
に
３
回
程
度
日
曜
日
に
登
校

し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら

高
校
卒
業
の
資
格
取
得
を
目
指
し

ま
す
。
今
ま
で
に
、
多
く
の
中
高

年
の
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
卒
業
さ
れ
た
人
の
最
高
齢
は

８０
歳
で
す
。「
退
職
し
て
時
間
の
余

裕
が
で
き
た
か
ら
」「
若
い
と
き
に

学
べ
な
か
っ
た
か
ら
」な
ど
な
ど
、

年
齢
に
関
係
な
く
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
人
は
、
左
記
の
個
別
相
談
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

個
別
相
談
会

　
２
月
11
日（
日
）・
２
月
25
日（
日
）

　３
月
11
日（
日
）

出
願
期
間
　

　
３
月
14
日
〜
16
日

　
３
月
22
日
〜
23
日

受
付
時
間

　
9
時
〜
16
時

　
※
3
月
23
日（
金
）は
9
時
か
ら

　
　
12
時
ま
で

　
※
郵
送
出
願
可（
出
願
期
間
内
に

　
　
到
着
し
た
も
の
に
限
る
）

問
合
せ  

　
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校
　

　
通
信
制
　
入
学
係
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ   

36
ー
１
１
８
４

　
今
回
参
加
さ
れ
る
企
業
は
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
希
望
す
る

子
育
て
マ
マ
な
ど
の
採
用
に
大
変

意
欲
の
あ
る
企
業
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ
き
、

再
就
職
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
参
加
ご
希
望
の
人
は「
ハ
ロ
ー   

　
ワ
ー
ク
福
井
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー

　
ナ
ー
」で
の
求
職
登
録
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記

　
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い

日
　
時
　
１
月
26
日（
金
）

　
９
時
～
12
時（
受
付
９
時
～
）

場
　
所
　
福
井
県
生
活
学
習
館 

　（
ユ
ー･

ア
イ
ふ
く
い
）

　
福
井
市
下
六
条
町
１４

－

１
　

参
加
企
業
　
１０
社
予
定
　
　

対
　
象
　
子
育
て
マ
マ
な
ど

問
合
せ  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
井

　
　
　
　
　  

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

52
ー
８
１
５
７

●
１
月
25
日（
木
） 

16
時
～
19
時

　
住
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ  

住
民
生
活
課
　
　
　
　

　
　  

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ   

61
ー
3
9
4
5

求人情報

職種および採用予定数
　①保育士……………10名　　②調理員……………３名　

　③子育て支援センター指導員…………………………１名

賃　　金　①③時給900円　②時給800円

応募資格　性別は問いません。健康な人
　　　　　※①保育士 ③子育て支援センター指導員については、
　　　　　 　保育士または幼稚園教諭要資格
　　　　　  （３月31日までに資格取得見込みを含む）

申込方法　履歴書を子育て支援課までお持ちください
　　　　　※資格証明書を添えてください

受付期間　随時受付
　　　　　※詳細は、子育て支援課までお問い合わせください

永平寺町立図書館職員（非常勤）募集

募集人数　若干名

仕事内容　図書館カウンター業務、配架業務、その他サービスに

　　　　　関する業務

賃　　金　時給825円

勤務時間　９時15分～18時15分（うち１時間休憩）

　　　　　※月曜休館

　　　　　※火曜日と木曜日は20時15分までの夜間延長あり

選考方法　面接

申込方法　履歴書を１月26日（金）18時までに町立図書館までお持

                ちください。　　

　　　　　郵送の場合は、１月26日（金）の消印有効。

　　　　　※次の条件により身体障害者の人の応募も受け付けます

　　　　　㋐身体障害者手帳の交付を受けている人

　　　　　㋑介助者なしに通勤および職務遂行が可能な人

　　　　　㋒活字印刷による出題に対応できる人

４月採用の非常勤職員を募集します。

４月採用の非常勤職員を募集します。

問合せ  永平寺町立図書館　 TEL  61－7117

保育士・園調理員（非常勤）募集

小中学校調理員（非常勤）募集
職種および採用予定数　
　調理員………２名（平成30年度から雇用の調理員も若干名募集）
賃　　金　時給800円
応募資格　◦性別は問いません。健康な人
　　　　　◦調理師免許あれば尚良し
　　　　　◦身体障害者手帳の交付を受けている人の応募も受け
　　　　　　付けます

㋐身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付
　を受けている人　　
㋑介助者なしに通勤および職務執行が可能な人

申込方法　履歴書を学校教育課までお持ちください

問合せ  学校教育課　 TEL  61－3400

問合せ  子育て支援課　 TEL  61ー7250

福
井
県
立
道
守
高
等
学
校
　

通
信
制
　
生
徒
募
集

子
育
て
マ
マ
な
ど
就
職
面
接
会

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
一
時
稼

働
停
止
に
つ
い
て

21 20

•

新
し
く
導
入
さ
れ
る
収
入
保
険

　で
は
、
保
険
料
の
掛
金
率
は
１
％

　程
度
で
、
農
家
ご
と
の
平
均
収

　入
の
８
割
以
上
の
収
入
が
確
保

　さ
れ
ま
す（
こ
れ
ま
で
の
農
業
共

　済
は
、
品
目
が
限
定
さ
れ
、
価

　格
低
下
に
よ
る
収
入
減
は
対
象

　外
で
し
た
）

※
掛
金
率
は
、
現
時
点
の
試
算
で

　す
。
損
害
が
発
生
し
な
か
っ
た

　場
合
は
、
翌
年
の
保
険
料
が
下

　が
り
ま
す

•

米
、
野
菜
、
果
樹
、
た
ば
こ
、
茶
、

　し
い
た
け
、
は
ち
み
つ
な
ど
、
　

　農
産
物
な
ら
ど
ん
な
品
目
で
も

　対
象
に
な
り
ま
す

※
マ
ル
キ
ン
な
ど
の
対
象
で
あ
る

　肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
お

　よ
び
鶏
卵
は
、
対
象
外
で
す

○
収
入
保
険
に
加
入
す
る
た
め
に

　必
要
な
青
色
申
告
は
、
簡
易
な

　方
式
で
よ
く
、
１
年
の
実
績
が

　あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
新
規

　就
農
者
で
も
加
入
す
る
こ
と
が

　で
き
ま
す

○
加
入
保
険
は
、
平
成
３１
年
か
ら

　ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
合
せ  

　福
井
県
農
業
共
済
組
合
　
　
　

  

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ    

０
７
７
８
ー
5３
ー
２
７
０
１

永平寺町農業委員会の農業委員および農地利用最適化推進委員を募集
募集期間:２月１日（木）～28日（水）

　農業委員会法の改正により、農業委員の選出方法が従来の選挙制から、推薦または応募による募集の方法に変更にな
りました。また、地域における活動を強化するため、農地利用最適化推進委員が新設されています。

募集要領
項　　目 農業委員 農地利用最適化推進委員【新設】

任　　期

募集人数

主な職務内容

応募方法

応募資格

報酬（年額）

14人　※区域の指定はありません 11人　※別表の区域ごとの人数を募集

平成30年９月１日～平成33年８月31日 委嘱された日（平成30年９月の予定）～平成33年８月31日

下記の①または②の方法で、規定の申し込み書に必要事項を記入し、永平寺町農業委員会事務局（本庁農林課内）または
各支所に、２月28日までに提出ください。（郵送可、２月28日必着）
①推薦による方法　　農業者、農業者が組織する団体その他の関係者による推薦
②応募による方法　　個人による応募
※申し込み書は、農業委員会事務局および各支所に備えるほか、永平寺町ホームページからダウンロードできます

農業委員会総会（毎月開催）における農地の権利移動や
転用に係る許可などの審議、現地調査、人・農地プラン
の見直しなど地域農業者などとの話合い、担い手への
集積・集約化の推進、新規就農者や参入者の支援など

農業に関する識見を有し、農地などの利用の最適化に
関する事項、その他の農業委員会の掌握事項に関し職
務を適切に行うことができる人

農地などの利用の最適化の推進に熱意と識見を有する人

※次のいずれかに該当する場合は除きます
（１）永平寺町の一般職員　（２）未成年者　（３）破産手続き開始の決定を受けて復権していない者
（４）禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの者

農業委員会総会における農地の権利移動や転用に係る
許可などへの意見申述、現地調査、人・農地プランの見
直しなど地域農業者などとの話合い、担い手への集積・
集約化の推進、新規就農者や参入者の支援など

120,000円　※活動実績に応じて、加算部分あり 108,000円　※活動実績に応じて、加算部分あり

※法令に基づき、受付期間の中間（２月中旬）および受付終了後（３月初旬）に申し込み者などに関する情報を公開します   
※上記以外の募集要領は、永平寺町農業委員会募集要項で規定しています。詳細は、永平寺町農業委員会にお問い合わせください

別表：農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数

区 域 名 地 区 名 募集人数

松岡・御陵地区 ２人

２人

１人

吉野地区

中地区

松岡椚、松岡室一、松岡室二、松岡松原、
松岡観音、松岡上合月、松岡下合月、松岡末政、
松岡兼定島、松岡渡新田、松岡領家、松岡樋爪

松岡吉野堺、松岡吉野、松岡小畑、松岡西野中、
松岡宮重、松岡湯谷、松岡上吉野

法寺岡、東古市、高橋、下谷口、上谷口、花谷、
光明寺、飯島、轟

区 域 名 地 区 名 募集人数

南地区 １人

２人

３人

北地区

上志比地区

志比、荒谷、市野々、京善、寺本、諏訪間、
東諏訪間、山

鳴鹿、山鹿、下浄法寺、殿村、上浄法寺、岩野、
吉波、栃原

吉峰、藤巻、市荒川、中島、竹原、石上、栗住波、
清水、大野島、市右エ門島、山王、大月、牧福島、
浅見、野中、北島

問合せ 永平寺町農業委員会事務局 61ー3947TEL

収
入
保
険
が
は
じ
ま
り
ま
す
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No.06上志比小学校

　上志比小学校では、学校田を利用した稲作体験や、収穫したお米の販売体験などの体験活
動をおこなっています。この日は、収穫したお米を「上志比っ子のコシヒカリ」と名づけ、5年生
が道の駅「禅の里」で販売。手作りのポスターを掲げて、威勢よく呼び込みをする姿も見ること
ができました。3kg1,060円のお米59袋を用意したところ、販売開始から30分ほどで完売と
大盛況でした。
　そのころ6年生は、午後からの試食会の準備として、具だくさんの豚汁を作ったり、出汁を
とった昆布を使って、おにぎりの具材となる佃煮を作ったりしました。おにぎりの試食会には保
護者のみなさんも参加し、たくさんの笑顔とにぎやかな会話で楽しいひと時となりました。
　毎年行っているこの活動を通して、児童たちが大きく成長してくれることを期待しています。

　志比堺区は、松岡地区の一番東に位置する地区で、南側は山際をえちぜ
ん鉄道が走り、北側は九頭竜川に面した地域です。自主防災組織は結成か
ら16年以上経ち、防災意識の高揚を図るため、毎年、春の防災訓練、９月に
普通救命講習会、また、その年に提案のあった様々な訓練を実施するなど、
熱心に活動を行っています。また毎月、小型ポンプ、チェンソーの点検を
し、「明日はわが身」と、いつ来るかわからない災害に向け、取り組んでいま
す。昨年は、町長の防災講座も開催し、多くの
みなさんが参加しました。
　会長の河合さんは消防団を23年近く勤め
られ、その後４代目となる自主防災リーダー
として活躍されています。「日頃の訓連が、有
事の際に必ず役に立つ」という信念のもと、ま
た、役立てることがないことを祈りながら、頑
張っておられます。

志比堺区自主防災会

河合会長

防災訓練

普通救命講習会

第19回

 町指定大廻り史跡について
ち ょ う し て い お お ま わ り

真向石真向石

大廻り史跡近景大廻り史跡近景

　松岡藩創設は、福井３代藩主伊予守忠昌が死去された後の正保２年（1645）11月からです。五万石

を分封されて、松平昌勝公が松岡藩の初代藩主となり、急いで松岡城および城下町づくりが行われ、

公は８年後の承応２年（1653）に入部されました。

　ところが、松岡藩主２代目の昌平公の時、事情あって本藩を襲封さ

れることとなり、享保６年（1721）松岡藩は廃藩となりました。この

間、68年に亙り隔年毎の江戸参府に際し、参勤交代が行われました。

この際、大廻りは留守を預かる藩重役をはじめ、町役人や豪商などが

送迎をした場所（参勤一行を見送りあるいは出迎える場所）だったよ

うで、俗に「大廻り下座場」と呼ばれてき
たのです。また、江戸参府の折、ここで城

下を見返したことから「見返りの松」と呼ばれました。
　さらに、ここには「善光寺真向石」があります。「信州長野の善光寺」の

方を向いているところから「方向石」とも呼ばれているそうです。旅の安

全を仏と地蔵尊に祈願した様子が想い浮かんできます。

　このように大廻り史跡は、江戸時代の町の歴史を物語る大変貴重な場

所であり、今後も大切に守っていく必要があると思います。

　町では、最近当地を訪れる人たちの為に説明板を新調させました。ま

た、史跡保存のため毎年下草刈りを行っていますので、一度散策くだ

さい。　（文責　天井康昭）

（平成5年3月26日 旧松№9 史跡指定
    平成18年2月13日 新永平寺町指定№14）
永平寺町松岡室22字南大廻　官地 50㎡
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自然動態 社会動態

18,810人口（人）

9,143男（人）

9,667女（人）

世帯数（世帯） 6,277

18,808
9,140
9,668
6,282

11/1現在
12/１現在

出生 死亡 計 転入 転出 計
前月比 1年前と

比べると
H29

13

６
７

-20
-９

-11

５

５

-211
-86

-125

-29
-16
-13

-１
６

-２
-３
１

34
15
19

28

-７
-２
-５

町の人口

☆にしむら たいし ちゃん☆

☆なんぶ ゆいか ちゃん☆

☆たかさき あいり ちゃん☆

おくやみ

☆けんない みなと ちゃん☆☆みやけ ゆうな ちゃん☆

（10月届出順・敬称略）
前月号に掲載されなかったことをお詫びいたします

（11月届出順・敬称略）

こんにちは
食改です

桜えびと青菜の米粉チヂミ　甘味噌添え

赤ちゃん
B A B Y

（11月届出順・敬称略）
ウエディング

WEDDING

【松岡芝原１】
♥南部 又則（松岡芝原１）

♥塚田 恵子（福井市）

【光明寺】
♥酒井 信生（光明寺）

♥大田 智恵子（福井市）

【松岡松ケ原３】
♥櫻町 航平（勝山市）

♥平尾 憂香（松岡松ケ原４）

【松岡神明１】
♥長谷川 敬洋（松岡神明１）

♥平井 千晴（越前市）

【高橋】
♥渡辺 賢太（高橋）

♥細田 詩織（福井市）

【竹原】
♥朝日 駿介（竹原）

♥妻川 由乃（あわら市）

┏櫻町 航平さん・憂香さん┏

今回、紹介するレシピは「桜えびと青菜の米粉
チヂミ　甘味噌添え」です。米粉を使ったモチモ
チした食感のチヂミです。具材に色々な野菜を
使って、自分流にアレンジしてもおいしく食べら
れますので、ぜひお試しください！
食生活改善推進員会では、各地区での出前健康
料理教室を開催しております。
お気軽にお問い合わせください。（松岡保健センター　61-0111）

桜えびと青菜の米粉チヂミ　甘味噌添え

★佐々木 柑奈（かんな）　　女
　保護者（郁人・春菜）／松岡木ノ下２

★三宅 佑奈（ゆうな）　　　女
　保護者（誠司・桂子）／松岡平成

★軒内 湊都（みなと）　　　男
　保護者（美知・由里子）／松岡御公領

★南部 結花（ゆいか）　　　女
　保護者（朋広・理絵）／山王

★若泉 豪希（こうき）　　　男
　保護者（清範・愛）／松岡観音１

★西村 太志（たいし）　　　男
　保護者（拓郎・千佳）／谷口

★中川 稜太（りょうた）　　　男
　保護者（裕勝・里衣）／京善

★　　 賢斗（けんと）　　　男
　保護者（智幸・加奈子）／松岡神明１

★髙﨑 彩衣里（あいり）　  　女
　保護者（裕明・まき子）／松岡松ケ原１

★　瀬 飛真（あすま）　　　男
　保護者（正朗・美里）／松岡木ノ下１

★山田 一穂（いちほ）　　　女
　保護者（大智・美季）／清水

★山岡 柚奈（ゆな）　　　   女
　保護者（涼真・梨紗）／松岡神明３

細野 孟永くん
（４才）鳴鹿山鹿

みかんの缶詰と姉ちゃんが

大好きです。

早く大きくなってパパとビー

ルを飲むのが楽しみっす！

たけひさ長谷川 愛星ちゃん
（４才）東古市

お歌、踊りとっても上手で、

動物園・水族館が大好き♥

遊具で遊ぶのも得意だよ！

キｭｱﾎｲｯﾌﾟになりたいな★

あいら

竹原 俊雄（80歳）松岡春日３

馬場 金松（91歳）松岡樋爪

中野 洋子（90歳）栃原

幅田 一馬（97歳）牧福島

西村 和子（86歳）上浄法寺

北中 秀規（68歳）松岡兼定島

鈴木 幸子（66歳）松岡春日１

　川 栄美子（42歳）花谷

木根 國子（83歳）松岡葵１

村元 千代子（89歳）松岡神明２

尾西 やゑ（89歳）栃原

長谷川 武德（93歳）東古市

1青菜は千切りにする　

2ボウルに卵を割りほぐし米粉・水・塩・こしょうを混

　ぜ合わせ1と桜えびを加え混ぜる

3フライパンにごま油を熱し2を平らに広げ両面を焼く

4鍋で■味噌・砂糖・みりんを火にかけて練り合わせ 

　味噌を作る

53を食べやすく切り分け4を添え好みで一味をふる

材料（５人分）　　　
干し桜えび…………… 25g
青菜 …………………150g
卵 …………………2.1/2個
米粉 ………………… 250g
水 ………………… 250cc
塩………………………適量
こしょう……………… 適量
ごま油…………………小５
　味噌…………………小５
　みりん ………………小５
　砂糖…………………小５
一味……………………適量

作り方

■A

A

鈴木 歸重子（89歳）栗住波      

尾下 澄子（89歳）東古市

（11月届出順・敬称略）
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